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太
陽
光
発
電
施
設
は
、２
０
１
２
年
７
月
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、そ
の
導
入
が

大
き
く
進
む
と
と
も
に
、地
域
の
自
然
、生
活
環

境
や
景
観
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
事

例
が
報
道
さ
れ
、愛
知
県
に
お
き
ま
し
て
も
、大

規
模
な
森
林
伐
採
等
を
伴
う
太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
に
関
し
、防
災
や
環
境
面
で
の
悪
影
響

を
懸
念
す
る
地
域
住
民
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
と

な
っ
て
い
る
複
数
の
事
例
が
あ
り
、県
民
の
安

心
安
全
な
生
活
の
た
め
に
用
地
造
成
後
に
愛
知

県
は
太
陽
光
発
電
施
設
に
対
し
状
況
を
把
握

し
、必
要
に
応
じ
指
導
助
言
を
行
う
べ
き
と
考

え
、ど
の
よ
う
な
責
務
が
あ
る
か
、７
項
目
に
わ

た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。愛
知
県
は
大

変
消
極
的
で
、事
業
者
に
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
対
応
を
求
め
る
姿
勢
に
終
始
し
て

お
り
、ま
た
、国
に
お
い
て
法
整
備
を
行
う
必
要

が
あ
る
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
声
を
も
と

に
県
政
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、ご
協
力
と
ご
支
援

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　令和元年度の議会人事も決まり、各議
員の所属委員会等が決定いたしました。
　また、新政あいち県議団の役員人事も
新体制へ移行し、高橋正子前団長（一宮
市・５期）からバトンを引き継ぎ、安藤
としき（清須市、北名古屋市及び西春日
井郡・４期）が団長に就任いたしました。
　なお、安藤新体制に移行後、愛知県議
会は５月臨時議会・６月定例議会が開か
れ、６月定例議会では水谷総務会長（天
白区・４期）をはじめ６名の議員が代表・
一般質問を行うと共に、両議会合わせて
総額44億5,986万8千円の補正予算案や

条例関係では、制定1件、一部改正5件、
更には公安委員・人事委員の選任人事
案件等10件の議案を可決・成立させま
した。
　その中でも特に補正予算案について
は、豚コレラ緊急対策として、農家の経
営支援や早期出荷の促進対策の推進、
在留外国人のための相談体制の拡充な
どが含まれています。条例では、盗難自
動車の解体の防止及び自動車の盗難防
止のための条例が制定されました。今後
も、「県民目線」で地域に根ざした政策
の実現を目指してまいります。

県政レポート

県議会6月定例会、太陽光発電施設に
　　　  対する愛知県の対応を再び問う。
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　長江県議は、造成からモジュール設置まで一連の行為であり、
工事完了とはどの時点を愛知県は想定されているのか質問をした。
愛知県建設局長からは、砂防指定地内における、造成から太陽電
池モジュール設置までの工事完了について、敷地の造成工事など、
「土地の掘削、盛土、切土その他土地の形状を変更する行為」で、一定規模以上の行為を、砂防
指定地内で行う場合には、「砂防指定地内における行為の規制に関する条例」により規制の対象
となり、敷地造成から太陽電池モジュール設置に至る、太陽光発電施設の工事を行う場合、許可
上の工事完了は、調整池・沈砂池などの防災工事と、土地の掘削、盛土、切土などといった規制の
対象となる行為が終了した時点となる。しかし、モジュールなど個々の施設の設置自体は、基本的に
条例による規制の対象には該当しないが、モジュールの基礎の掘削や、搬入路の設置・撤去などが、
規制対象に該当する場合は、許可が必要となり、工事の完了は、こうした行為が終了した時点と
なると答弁した。
　一方で、農林基盤局長は森林法に基づく地域森林計画の対象となっている森林において、１ヘク
タールを超える土地の形質を変更する開発行為をしようとする場合には、県に対し林地開発許可の
申請が必要となり、林地開発行為の完了は、洪水調節池や排水施設などの防災施設の設置を含む
造成工事が、申請書に基づき完了したことを確認した時点となり、造成工事が終わった後に行う太陽
光発電施設の基礎工事や架台設置工事等については、手続きの対象外となると答弁した。

愛知県新体育館2024年度中竣工
国
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
県
は
未
対
応
の
ま
ま
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森
と
緑
づ
く
り
税
を
活
用
し
た
森
林
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
契
機
に
、ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

全
国
植
樹
祭
で
は
、天
皇
陛
下
か
ら「
健
全
な
森
を
次

世
代
の
た
め
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
大
切
な
使
命
で
あ
り
ま
す
。」と
の
お
言
葉
を
賜
り
、大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
と
と
も
に
、し
っ
か
り
と
森
と
緑
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
。「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」

に
よ
り
森
林
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。今
年
度
か
ら
新

た
な
１０
年
計
画
に
よ
り
間
伐
を
推
進
す
る
。防
災
効
果
の
高
い
、

公
道
・
河
川
沿
い
、集
落
周
辺
の
間
伐
を
重
点
的
に
実
施
し
、モ

デ
ル
的
に
実
施
し
て
き
た「
循
環
型
林
業
」の
取
組
を
本
格
化
さ

せ
、災
害
に
強
く
県
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
健
全
な
森

林
を
造
り
、次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
。

知 

事

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い

る
、今
後
ど
の
よ
う
に
道
路
整
備
を
推
進
し
、構
造
物
の
維
持
管

理
及
び
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

国
際
物
流
拠
点
と
産
業
集
積
地
を
連
絡
す
る
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。道
路
の
機
能
の
維
持
と
安

全
性
の
確
保
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、「
道
路
構
造
物
長
寿
命
化

計
画
」を
策
定
し
、計
画
的
な
点
検
や
補
修
に
取
り
組
ん
で
い

る
。昨
年
度
ま
で
に
法
定
点
検
の
一
巡
目
を
完
了
し
、跨
線
橋
や

跨
道
橋
な
ど
の
第
三
者
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
か
ら
補

修
を
進
め
、今
後
は
、深
刻
な
損
傷
に
至
る
前
に
補
修
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、大
規
模
な
修
繕
や
更
新
を
回
避
し
、長
寿
命
化
す
る

こ
と
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る「
予
防
保
全
型

の
維
持
管
理
」を
一
層
推
進
し
て
、道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

と
適
切
な
維
持
管
理
を
着
実
に
進
め
る
。

知 

事
第
７０
回
全
国
植
樹
祭
を

　
　
契
機
と
し
た
森
林
整
備

道
路
整
備
の
推
進
と

　
　
　
老
朽
化
対
策
の
促
進

自
動
運
転
の
進
展
を
見
据
え
、自
動
運
転
の
技
術
開

発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

今
年
度
、本
県
で
は
、内
閣
府
の
近
未
来
技
術
等
社
会

実
装
事
業
を
活
用
し
、自
動
運
転
の
早
期
の
社
会
実
装
を
見
据

え
た
実
証
実
験
を
県
内
３
箇
所
で
実
施
。産
学
行
政
で
構
成
さ

れ
る「
あ
い
ち
自
動
運
転
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
お
い
て
、

情
報
共
有
や
横
展
開
を
図
る
こ
と
で
、県
内
企
業
の
自
動
運
転

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
支
援
し
て
い
く
。

　
愛
知
が
、自
動
車
産
業
に
お
い
て
引
き
続
き
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
、最
先
端
の
取
組
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、自
動
運
転
の
更
な
る
技
術
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
創
出
を
促
進
し
て
い
く
。

知 

事
自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
た
取
組

交
通
事
故
を
防
止
し
、交
通
死
亡
事
故
を
抑
止
す
る

た
め
に
は
、幹
線
道
路
対
策
、生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
弱
者
へ

の
安
全
対
策
が
重
要
で
あ
る
。今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。幹

線
道
路
対
策
は
、交
差
点
改
良
や
歩
道
設
置
な
ど

の
抜
本
対
策
や
、カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の
対
策
に
取
組
、対
策
実

施
済
箇
所
で
は
効
果
を
あ
げ
て
い
る
、引
き
続
き
対
策
を
進
め

て
く
。

　
身
近
な
生
活
道
路
の
対
策
は
、通
学
路
対
策
で
は
、道
路
管
理

者
・
警
察
・
学
校
が
連
携
し
策
定
し
た「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」に
基
づ
き
点
検
を
行
い
、危
険
箇
所
で
は
、路
肩
の
カ

ラ
ー
化
な
ど
の
対
策
を
行
い
、危
険
箇
所
の
解
消
に
向
け
た
持

続
的
な
取
組
を
推
進
す
る
。

　
生
活
道
路
の
エ
リ
ア
対
策
は
、幹
線
道
路
で
囲
ま
れ
た
事
故

多
発
地
区
は
、道
路
管
理
者
と
警
察
が
連
携
し
て
、通
過
交
通
お

よ
び
走
行
速
度
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、交
通

弱
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
行
空
間
の
確
保
に
向
け
た
対

策
を
推
進
し
て
い
る
。

知 

事
交
通
安
全
対
策 水

谷
満
信
総
務
会
長

（
6
月
18
日
、本
会
議
）

（
天
白
区
、4
期
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

1234
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置
基
準
や

保
育
の
無
償
化
の
影
響
を
提
起

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新政あいち県議団 県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
詳
細
は

検
索

ポ
ー
ションコ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
の

普
及
を
求
め
る

盗
難
自
動
車
対
策
と
し
て
、

「
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
盗
難
自
動
車
の

 

解
体
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

　

黒
田
太
郎

議
員
（
千
種

区
、２
期
）は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
予
防

す
る
こ
と
で

生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぎ
、私

た
ち
の
生
活
の
質
の
維
持
、向
上

が
期
待
で
き
る
ポ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
の
普
及

に
つ
い
て
、県
に
積
極
的
な
取
組

を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
県
か
ら
は
、今
年

度
、市
町
村
の
生
活
習
慣
病
予
防

を
担
当
す
る
職
員
や
、医
療
機

関
、福
祉
施
設
、事
業
所
で
給
食

を
担
当
す
る
栄
養
士
な
ど
を
対

象
と
し
て
、１２
の
県
保
健
所
で
開

未
公
表
リ
ス
ト
の

公
表
を
検
討
へ

　
長
江
正
成

議
員
（
瀬
戸

市
、４
期
）は
、

国
な
ど
で
話
題

と
な
っ
て
い
る

公
文
書
に
関

し
、文
書
は
、リ

ス
ト
化
さ
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

意
思
決
定
過
程
を
明
ら
か
に
す
る

資
料
は
、破
棄
さ
れ
る
際
に
も
リ
ス

ト
を
公
表
し
第
三
者
の
チ
ェッ
ク
を

受
け
る
べ
き
と
質
し
た
。

　

県
は
、公
表
リ
ス
ト
に
保
存
満
了

日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

破
棄
す
る
文
章
を
確
認
す
る
こ
と

は
可
能
と
説
明
。第
三
者
チ
ェッ
ク

を
導
入
の
予
定
は
な
い
が
、資
料
収

集
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
公
文

書
館
と
所
管
課
の
チ
ェッ
ク
体
制
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、精
通
し
た
職

員
の
育
成・資
質
向
上
を
目
指
す
こ

と
に
加
え
、本
年
４
月
か
ら
は
、新

た
に
文
書
事
務
を
監
督
す
る
文
書

監
督
者
を
各
局
に
配
置
し
、行
政

文
書
の
適
正
管
理
に
努
め
る
と
表

明
し
た
。ま
た
、紙
で
保
存
さ
れ
て

い
る
文
書
や
メ
ー
ル
文
書
に
つ
い
て
、

平
成
１６
年
度
よ
り
前
の
文
書
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
課
で
、フ
ァ
イ
ル
単

位
で
紙
媒
体
の
管
理
が
さ
れ
て
お

り
、現
在
未
公
表
で
あ
る
が
、今
後
、

そ
の
集
約
の
方
法
や
不
開
示
情
報

が
あ
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い
な
ど
、

リ
ス
ト
の
公
表
に
向
け
た
検
討
を

行
う
と
答
弁
し
た
。

若
い
世
代
の
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を

　
森
井
も
と
し

議
員（
守
山
区
、

４
期
）は
、女
性

の
就
労
環
境
が

大
き
く
変
革
す

る
な
か
、「
小
1

の
壁
」と
言
わ

れ
る
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
け
先

不
足
等
の
課
題
と
、放
課
後
児
童

支
援
員
の
配
置
や
資
格
要
件
な
ど

が
、地
方
の
裁
量
で
変
更
で
き
る

「
参
酌
す
べ
き
基
準
」に
緩
和
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、ク
ラ
ブ
の
運

営
は
も
と
よ
り
、生
活
支
援
、こ
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
な
ど
適
切
な

指
導
が
出
来
る
人
員
の
確
保
に
向

け
、各
市
町
村
の
判
断
で
安
易
な

基
準
緩
和
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、

県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
県
の
姿
勢
を
質
し
た
。

健
康
福
祉
局
長
は
、「
配
置
職
員
の

要
件
が
参
酌
化
さ
れ
た
後
も
、県

と
し
て
認
定
資
格
研
修
を
実
施

し
、市
町
村
に
対
し
て
適
切
な
運

営
を
働
き
か
け
る
な
ど
今
後
も
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
児
童
の
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
」と
答
弁
。

　

ま
た
、森
井
議
員
は
A
I
を
活

用
し
た
R
P
A（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
始
め
と
し
た
I
C
T
を
活
用
し

た
行
政
業
務
改
革
に
対
す
る
取
り

組
み
、市
町
村
へ
の
導
入
に
向
け

た
支
援
に
つ
い
て
質
し
た
。

　

谷
口
と
も
み

議
員（
昭
和
区
、

4
期
）は
、ジ
ブ

リ
パ
ー
ク
の
推

進
、英
語
力
の

向
上
等
に
関
し

て
、若
い
世
代
の

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
求
め
た
。

　

よ
り
魅
力
あ
る
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に

す
る
た
め
に
若
い
世
代
が
参
画
で
き

る
場
を
求
め
た
質
問
に
対
し
、知
事

は
、期
待
が
大
き
い
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
で

あ
り
、若
い
人
の
声
に
も
し
っ
か
り

と
耳
を
傾
け
、わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、是
非
と
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
答
弁
し

た
。

　

ま
た
、今
後
ま
す
ま
す
必
要
性

が
高
ま
る
英
語
力
の
向
上
に
関
し

て
、日
本
各
地
に
英
語
体
験
が
で
き

る「
英
語
村
」が
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、本
県
に
お
い
て
も
、児
童
生
徒

が
英
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を

求
め
た
。教
育
長
か
ら
は
、市
町
村

や
企
業
、大
学
等
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、そ
の
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

谷
口
議
員
は
他
に
、小
中
学
校
の

常
勤
講
師
不
足
に
つ
い
て
も
質
問

し
、年
度
当
初
に
１
０
２
人
の
常
勤

講
師
不
足
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
対
策
を
求
め
た
。

催
す
る
研
修
会
に
お
い
て
、食
生

活
の
改
善
に
つ
な
が
る
手
段
と
し

て
、ポ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
情
報
を
提

供
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
加
え
県
か
ら
は
、栄

養
・
食
生
活
の
改
善
に
つ
な
が
る

新
た
な
取
組
と
し
て
、県
民
の
皆

様
方
が
、外
食
等
を
利
用
す
る
機

会
に
お
い
て
も
、バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
選
択
で
き
る
よ
う
、飲

食
店
や
給
食
施
設
な
ど
の
調
理
関

係
者
に
対
し
、メ
ニ
ュ
ー
の
改
善

に
つ
な
が
る
提
案
を
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
愛
知
県
内
の
自
動
車
盗
発
生
件
数
は
2
0
1
8
年

に
8
3
9
件
、被
害
総
額
約
22
億
5
9
0
0
万
円
で
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
4
位
と
大
変
多
い
状
況
。盗
難
自
動

車
の
多
く
は「
ヤ
ー
ド（
自
動
車
解
体
施
設
）」に
お

い
て
解
体
さ
れ
海
外
へ
輸
出
さ
れ
る
現
状
が
あ
り
、

ヤ
ー
ド
の
数
も
全
国
で
4
番
目
に
多
い
た
め
、そ
の

実
態
把
握
と
と
も
に
、盗
難
自
動
車
の
解
体
の
未
然

防
止
及
び
将
来
に
向
け
た
悪
質
ヤ
ー
ド
の
排
除
を
行

う
た
め
に
制
定
。

　
主
な
内
容
は
①
届
け
出
制
に
よ
る
自
動
車
解
体
業

者
の
実
態
把
握
②
自
動
車
を

引
き
取
る
場
合
に
相
手
方
の

運
転
免
許
証
や
自
動
車
検
査

証
等
に
よ
る
処
分
権
限
の
確

認
義
務
③
ヤ
ー
ド
や
事
務
所

へ
の
立
ち
入
り
調
査
④
自
動

車
解
体
業
者
に
土
地
の
貸
付
け
等
を
す
る
者
に
対
す

る
規
制
⑤
自
動
車
解
体
業
の
停
止
等
行
政
処
分
と

そ
の
公
表
。【
施
行
日
2
0
1
9
年
12
月
1
日
】（
一
部

は
先
行
し
て
10
月
1
日
施
行
）
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